
Tamura 1617 Tamura January.201617

この研修を通して本場
アメリカの生きた英

語を学ぶことはもちろん、
アメリカの文化や風習を
学 ぶ こ と が で き ま し た。
そして、この国際交流の
中で、自分を見直さなけ
ればならないことに気付
きました。それは積極性
のたりない自分の性格です。海外では元気で、自分
をどんどん前に出していくことが大切だとわかりま
した。英語を得意にすることや将来のことに関して
積極的な態度をとれるように、この研修の経験を役
立てていきたいと思います。

３年
原 瀬 裕 夢 さん

船
引
中
学
校

最初は緊張のあまり、
アメリカの人と話す

ことができませんでした。
しかし、一緒に行動をし
たり、スポーツをしたり
しているうちに、何を伝
えたいか、何をしたいか
がわかってきて、充実感
や達成感を味わうことが
できました。そして、自分の表情がどんどん明るく
なってきたと感じました。これからの自分の生活や
勉強では苦労が待っているかもしれませんが、アメ
リカ研修での自分のように明るく前向きな自分でい
たいと思います。

３年
安 瀬 大 夢 さん

船
引
中
学
校

アメリカに着いたら日
本とは違う世界があ

り ま し た。 人、 文 字、 文
化の違いに驚きが止まり
ませんでした。特に、食
べ物の大きさには驚きま
した。Ｓサイズを頼んで
もＭサイズくらいのもの
が出てきて、「本当にアメ
リカは大きいな」と思いました。そして、私は数え
切れないほどの Thank you. を言いました。どんな
に言葉が違っていても、笑顔と感謝の気持ちがあれ
ば、心は通じると実感しました。

３年
鈴 木 麻奈美 さん

船
引
中
学
校

はじめは英語が全然聞
き取れずに苦労をし

ましたが、慣れてくると
だんだん相手の言ってい
ることが分かるようにな
りました。会話が通じな
くてもジェスチャーを使
えば、言葉の壁があって
もコミュニケーションを
とることができることを知り、うれしくなりました。
そして、人とコミュニケーションをとることの楽し
さを味わうことができ、人との出会いも大切にすべ
きだと思うことができました。この研修に参加させ
てくれたすべての人に感謝をしたいと思います。

３年
佐久間 春 香 さん

船
引
中
学
校

はじめは英語を話せる
か不安でしたし、緊

張もしていましたが、ホ
ストファミリーの方々と
の会話やアメリカの生徒
たちとの交流の中で少し
ずつ会話をすることに自
信を持てるようになりま
した。私は今回の研修の
チームリーダーでした。楽しさの中にもみんなをしっ
かりとまとめることができたと思います。現地の
方々、日本でお世話になったたくさんの方々、そし
て一緒に海外で生活した仲間たちに感謝したいと思
います。

３年
本 田 夏 菜 さん

船
引
中
学
校

ホームステイでは食事
やマナーのことにつ

いて学びました。宗教の
違いはあるかもしれませ
んが、食事の前に家族み
んなで手をつなぎ、感謝
をしていました。食事を
することができることに
感謝し、一つ一つを大切
にして食べていることに驚きました。そして、あい
さつの重要性と笑顔でのコミュニケーションの大切
さも学びました。このようなアメリカのよさを今後
の自分の生活に役立てていきたいと思います。

3 年
橋 本 優希奈 さん

船
引
中
学
校

ワシントンＤＣでリン
カーン記念堂やアー

リントン墓地などを見学
し、アメリカにもいろい
ろな歴史があることを知
りました。博物館にはア
メリカのものだけではな
く、世界各地の貴重なも
のが展示されてあり、実
物にふれることで良い勉強になったと思います。ま
た、アメリカの学校には、髪・目・肌の色が違う生
徒がたくさんいてびっくりしました。そして、いろ
いろな人種の生徒たちが仲良くしていて、自由なア
メリカの風習がよくあらわれていると思いました。
日本でも様々な人々がもっと仲良くできるといいな
あと思いました。

3 年
藤 井 樹 里 さん

船
引
中
学
校

生活 習 慣 や 食 事、 マ
ナーは日本とは大き

く違いましたが、ホスト
ファミリーの方が温かく
迎えてくれたので、安心
して過ごすことができま
した。しかし、ハロウィ
ン パ ー テ ィ ー や お 別 れ
パーティーの時など、ア
メリカの人と交流する機会がたくさんあったのに、
会話にはとても苦労をしました。もっともっと英語
を上達させたいと強く感じましたし、やっぱりリス
ニングの勉強は大切なんだなと実感しました。

２年
渡 邊 愛 梨 さん

船
引
中
学
校

Ｔhank you. Excuse 
me. ア メ リ カ 研

修で学んだ「アメリカの
心」です。アメリカでは
たくさんの方々に親切に
してもらいました。そし
て、 私 は Thank you. と 
Excuse me. を口癖になる
ほどたくさん使いました。

「国際交流」は思いやりや優しさがあれば、国や言
葉が違っていても達成できると感じました。Thank 
you. そして Excuse me. の心を自ら感じ、実行でき
たことをこれからの自分の将来の自信につなげてい
きたいと思います。

３年
松 山 弥 加 さん

船
引
中
学
校

■アメリカ合衆国オハイオ州マンスフィールド研修

▲マンスフィールドの中学生と

▲ホストファミリーなど現地で協力いただいた方々と ▲マンスフィールドでの学校交流

▲マンスフィールド市長表敬訪問


